
 

 

【２０１７．１１．２発信：ＶＯＬ．６】 

 

ＶＯＬ．6は、以下の内容でお届けします。 

 ■ 新米が美味しい季節となりました 参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

 ■ 政権政党の一員として気持ちも新たに 

 ■ 新たな任務を仰せつかりました 

 ■ 漁港漁場漁村整備促進議連で岩手県下の漁港等にお邪魔しました 

 ■ 活動状況（H29.9.1～10.31） 

  

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

■ 新米が美味しい季節となりました 

                    参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

                      

 農水省が９月末に発表した２０１７年産米の作況指数は、一部登熟期の日照 

不足が影響した地域があったものの全国で１００と「平年なみ」となりました。 

しかし、私が耳にするのは、実際に精米すると相当程度の減収は免れないので 

はないかとの不安の声です。 

そうした中で、一部地域では台風の影響等もでていますが、各地では米の収穫 

も終わり、新米が出回り始めました。 

 炊き上がった米の香りはなんともいえません。私の国会事務所では炊飯機を 

持ち込んで各地の米を食させて頂いていますが、農家の方々の収穫までのご苦労 

を思いながらツヤ・粘り・甘み・香りのバランスを楽しんでいます。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

■ 政権政党の一員として気持ちも新たに 

  

9月 28日に衆議院が解散されて以降投票日までの間に、選挙応援も含め全国 

各地にお邪魔させて頂きました。今回の衆議院議員選挙は、世界的にも前例の 

ない速さで進むわが国の「少子高齢化」と、核実験と弾道ミサイル発射を繰り 

返す「北朝鮮による脅威」の、2つの国難を国民の皆様と共に乗り越えていくに 

あたり、国民の皆様の信を問うために行われました。おかげさまで、国民の皆様 

方のご理解を賜り、自民党として２８４議席をお預かりすることができました。 

御支援・御協力を頂きました全国各地の皆様方、国政報告会や集会に参加を頂 

きました皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。 

 私も政治信条である「農山漁村は日本の命綱」「土地改良は日本の命綱」を旗印 

に、農林水産関係の問題を中心に多くの方々に自由民主党の政策実績や政権公約 

を訴えさせて頂きました。北海道から九州まで東奔西走（距離にすると約 2万 km 

（約地球半周分））、約三週間で延 2７道府県にお邪魔させて頂き、直接延６０名 

の候補者の応援を行うとともに、多くの皆様方と意見交換をさせて頂きました。 

 各地の皆様と意見交換する中で、食料自給率、米の需給調整、水田フル活用、 

農家所得の向上、農業農村整備事業を始めとする農林水産関係公共事業の予算 

確保、森林環境税（仮称）、広域浜プラン・浜プラン、地方創生等に関する数多 

くのご意見を伺いました。 

 選挙も終わり、11月 1日から第 195回国会が始まり、これから法案審議や平成 

30年度予算に向けた政策論議が本格化して参りますが、皆様方から頂いた貴重な 

意見を踏まえ政権与党の一員として気持ちも新たに緊張感を持って取り組んで 



 

 

参ります。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

■ 新たな任務を仰せつかりました 

  

 自由民主党の役員体制の変更等に伴い、新たに各種の役職等を担うことと 

なりました。自分の見識を深め、皆様のお役に立てるよう更に勉強すると共に、 

精一杯頑張って参る所存ですので、引き続きご指導をお願いします。 

  

 ○自由民主党政務調査会内閣第一部会副部会長 

   ・官房長官が所管する内閣官房・内閣府の事務、食品安全・消費者庁、 

防災・国土強靱化、一億総活躍・働き方改革、女性活躍・男女共同参 

画、オリパラ 等 

 ○全国ため池等整備事業推進協議会会長代行 

○与党技術士連盟事務局長 

○棚田振興議員連盟事務局長代理 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  

■  漁港漁場漁村整備促進議連で岩手県下の漁港等にお邪魔しました 

  

 9月 9日から 10日にかけて漁港漁場漁村整備促進議員連盟で、水産業の現状や 

漁港漁場漁村の現状と課題を把握し、今後の政策に活かすため岩手県下の漁港 

漁村（宮古市の田老漁港、重茂漁港、釜石市の箱崎漁港等）にお邪魔しました。 

 現地では東日本大震災の復旧・復興状況や漁港漁場整備長期計画等について 

説明を受けましたが、中でも岩手県下の漁港・漁村の被害の甚大さを改めて認識 

しました。復旧・復興に向け漁業者や地域住民の皆様が議論を重ね、地域の将来 

像を描き権利調整等を行いながら、地域振興と水産業の発展に向け尽力されてい 

る話を伺い、背筋が伸びる思いがしました。復旧・復興に向けた道のりは険しい 

ものがありますが、漁港の早期復旧や宅地の高台移転問題、海岸堤防の嵩上げ等 

地元では多くの課題を地域の皆様が一体となって前を向いて取組んでおられます。 

多くの皆さんから伺った意見は、いずれも貴重なものであり今後の施策推進に 

参考とさせて頂く所存です。 

 また、現地では女性の皆さんから心温まる海の幸をごちそうになり、感謝感激 

でした。 

 私も、水産日本復活に向け、国土強靱化はもとより「強い水産業」と「美しく 

活力ある漁村」を創るため、関係者の皆様とともに力を合わせ頑張って参ります。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 


